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１ 取り組み宣言 

 従業員とその家族のこころと体がＧＥＮＫＩであり、イキイキと働ける会社を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2  ３つの健康 

 

3 つの健康を積極的に推進していくため、重点項目を定め、 

全社に展開しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



3 目指すべき姿 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ キ イ キ と 働 け る 会 社（ 労 働 生 産 性 の 向 上 ） 

健康年齢 

の若返り 

プレゼンティズム 

の低減 

アブセンティズム 

の低減 

ワークエンゲージメント 

の向上 

体の健康 KPI 

BMI25%以上の割合 

こころの健康 KPI 

メンタル不調者 

職場の健康 KPI 

長時間労働 

確 認 

   効 果 

チェック チェック チェック 

健康増進事業 

の推進 

有所見者の治

療の徹底 

労働実績

データ 

の掲示 

再発・再休

職を減らす 

か ら だ の 健 康 こ こ ろ の 健 康 職 場 の 健 康 

早期発見・早

期対応 

エンゲージ

メント向上 

・運動促進活動、

ウォーキングイベ

ント等の実施等 

・適正体重への

取り組み 

・有所見への受診勧

奨・治療の徹底 

・Hba1c 6.5 以上

で宿泊型保健指導等

の参加勧奨等 

・リワークプロ

グラムへの参加

勧奨。 

・試し出勤など

段階的復職の実

施 

労働実績の 

見える化によ

り長時間労働

の把握 

・ 高 ス ト レ ス

者・要注意者の

フォロー 

・全員面談 

・組織のエ

ンゲージメ

ント結果を

フィードバ

ック 

運動習慣・  

食生活の改善 

有所見者の減少・

重症化の改善 

疾病教育や認知行

動療法等の知識習

得などにより再発

予防 

ストレス反応 

の改善によるメ

ンタル予備群の

減少 

職場環境の見直

しによる長時間

労働の削減 

コミュニケ

ーションの

活性化 

アプローチ アプローチ アプローチ 



4 組織体制 

代表取締役社長を健康経営責任者として、下記の体制で強化・牽引していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 



5 ２０２３年の健康目標 指標 

健康保険組合の掲げる健康指標を当社が目指す５年後の健康目標としています。 

① 健康年齢 

 
 

 

 

 

② 医療費の削減 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年度 

実年齢平均   44．0 歳 
健康年齢平均  43．3 歳 
実年齢より平均  －0.6 歳 
 

 ２０２３年 

目標 実年齢より－３歳 

【２０１９年 健康保険組合データ】 

・健康保険組合 第 2 期データヘルス計画 

 目的：加入者の「健康寿命の延伸」と一人あたり医療費を低減させるため、

「事業主の健康経営」と「加入者の健康サイクル（検診→生活習慣の改善・治

療→検診）の習慣化」をサポートする 

 健康保険組合の目標： 

①加入者の健康寿命の延伸 

    健康年齢と実年齢差▲3 歳（2017 年実績－1.35 歳） 

    健康群の割合２３％（2017 年実績 18.3 歳） 

    ②一人当たりの医療費の低減▲3％（2017 年実績 3％） 

－１．0６歳 

－０．８２歳 

目標達成ま

でもう少し 

頑張ろう 

２０１７年度 

医療費/1 人 
３２９，８９７円 

２０２３年 

目標 -3％ 

３２０，０００円 

【２０１９年 健康保険組合データ】 

3２５．２１１円 

（-1.42） 

【２０２０年 健康保険組合データ】 

【２０２０年 健康保険組合データ】 

327.799 円 

（-0.64） 



6 ２０２３年の具体的な数値目標 

① 疾病にかかわる数値目標 

糖代謝異常は、減少傾向にある。また、BMI・喫煙率は若干減少している。 

疾病休務者割合は大きく減少し、それに伴い喪失月数も減少している。 

  目標値にはまだ届いていない項目が多いため更なる取り組みが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② メンタル疾患にかかわる数値目標 

メンタル休務者割合が増加傾向にあるが、復職支援等の再発防止に取り組んだことにより 

一人当たりの休務日数が減少傾向にある。リワークを進め、再発率の低下を目指したい。 

 

 

 

 

 

 

  

 2017 年  

実績 

2018 年  

実績 

2019 年 

実績 

2020 年 

実績 

2023 年 

目標 

Ｂ Ｍ Ｉ        
（２５％以上） 32.5 33.5 36.8 35.2 28.0 

喫煙率 
34.8 34.8 34.2 33.4 29.0 

高血圧 30.5 32.1 34.8 36.8 28.0 
脂質代謝異常 58.3 59.5 56.3 58.5 50.0 
糖代謝異常 31.0 40.4 42.6 31.5 25.0 

疾病休務者割合 2.5 1.43 1.72 1.58 1.5 
疾病休務者   

喪失月数 
81.5 72.8 58.8 55.4 50.0 

 2017 年  

実績 

2018 年  

実績 

2019 年 

実績 

2020 年 

実績 

2023 年 

目標 

メンタル     

休務者割合 
0.9 0.88 0.95 1.74 0.5 

総喪失月数 65.3 ヶ月 75.7 ヶ月 73.5 ヶ月 119 ヶ月 65 ヶ月 

一人当たりの 

休務日数 １３１日 １６２日 １４７日 １００日 ９０日 

リワーク実施割合 6.6％ 14.2％ 6.7％ 11.1％ 20％ 

再発割合 53％ 50％ 50％ 50％ 40％ 

≪高血圧≫    １３０/８５ｍｍＨｇ以上（片方のみの場合も含む）  

≪脂質代謝異常≫  １５０/ｄｌ以上又はＬＤＬ１２０以上又はＨＤＬ４０未満（１つ以上） 

≪糖質代謝異常≫   １１０ｍｇ/ｄｌ以上又はＨｂＡ1ｃ５．６以上 

≪ 喪失月数 ≫ 休務日数を３０日で割った数値 

≪総喪失月数≫  全従業員の喪失月数の合計した数値 



③ 生活習慣の改善目標 

運動機会の定着や食生活改善に取り組んでいるが、軽微な変化に留まっている。 

 

 

 

 

 

 

★健康的に体重を減らすため、上記の4項目を重点的に改善できるよう取り組みが必要★ 

 

 

④ 職場環境の改善目標 

  

 2017 年 

 実績 

2018 年 

 実績 

2019 年 

 実績 

2020 年 

 実績 

2023 年 

目標 

1 回 30 分以上の軽く汗をかく運動

を週 2 日以上かつ 1 年以上実施 
24.1 24.7 26.3 26.2 40.0 

就寝前の 2 時間以内に夕食をとるこ

とが週に 3 回以上ある 
27.0 24.9 27.9 27.8 20.0 

朝食を抜くことが週に3回以上ある。 16.8 15.3 15.3 15.7 10.0 

睡眠が6時間未満＊追加 - - 33.3 32.4 28 

 
２０１７年 

実績 

２０１８年 

実績 

2019 年 

実績 

2020 年 

実績 

2023 年 

目標 

年次有給休暇取得率 76.0 ％ 80.1％ 76.7％ 76.0% 80.0 ％ 

過重労働における健康 

障害防止対策の発生件数 
1,029 件 1,002 件 843 件 1,105 件 ９００件 

エンゲージメント 49 48 48 48 50 

プレゼンティズム - - - 37.4 35 



★取り組み強化について★ 

下記の表（ＢＭＩと有所見率の関係）により、体重を減らすことで検診結果「高血圧」 

「糖代謝異常」「肝機能障害」「脂質代謝異常」の【異常なし】の割合が高くなることが 

分かるためＢＭＩ２５％以上の割合を減らすよう積極的に取り組んでいます。 

 

指標（ＢＭＩ） 判定 

18.5 未満 低体重(痩せ型)  

18.5〜25 未満  普通体重 

25〜30 未満 肥満(Ⅰ度) 

30 以上 肥満(Ⅱ度以上) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊上記より、BMI と有所見との相関関係が見られます。 

 

 

健康的に体重を

減らしていきま

しょう！！ 



7 活動内容 

①  からだの健康づくり アクション 

●定期健康診断 100％受診 

全社巡回健康診断 ３月 ９月実施 

●定期健康診断後 受診勧奨 

緊急者受診勧奨・受診確認 

有所見受診勧奨・受診確認 

 

 

★定期健康診断後緊急受診勧奨の人数 

２０１９年 5 名 （全員受診） 

２０２０年 ４名 （全員受診） 

 

★定期健康診断後の有所見受診勧奨者割合 

（弊社基準） 

2019 年 ２１．２％ （内 受診率 56％） 

2020 年 ２３．２％ （内 受診率 63％） 

 

＜重症化予防対策＞ 

                        【重症者の基準】 

空腹時血糖 160mg/dl 以上 

                          .HbA1c    ８．４以上 

                           最高血圧   １８０mmHg 以上 

                           最低血圧   １１０ｍｍＨｇ以上 

                           中性脂肪   500ｍｇ/dl 以上 

                           ＨＤＬ    30mg/dl 以下 

                           LDL     ２２０㎎/dl 以上 

                            

 

 

 

 

 

 

 

緊急者、有所見者の受診の徹底で 

重症化予防につなげています。 

さらに、定期健康診断または、人間ドック等健診の結

果において生活習慣病関連数値が右記の基準で、医療

機関に受診していない従業員（健康保険組合で確認）

を対象に受診勧奨の徹底している。 

 

２０１８年 ２９名  

２０１9 年 ７名 

２０２０年 １５名 

所見のある方の受診勧奨を徹

底することで、疾病による長

期休務者の減少につながって

います。 



 

●労災二次検診の実施（定期健診の結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●特定保健指導 対象者２15 名 実施 208 名 

実施機関を楽しく学べる HSC 保険支援センターのシステムに変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★検査対象者（検査後医師の指導あり） 

2018 年 27 名、 

2019 名 27 名、 

2020 年 26 名  

１ 一次健康診断の結果、異常の所見が認められる（４項目すべて） 

一次健康診断の結果、次のすべての検査項目について、 

「異常の所見」があると診断 

（１）血圧検査（２）血中脂質検査（３）血糖検査（４）腹囲の検査または BMI（肥満

度）の測定 

2 二次健康診断内容 

二次健康診断は、脳血管と心臓の状態を把握するために必要な検査で、次の検査を行う 

（１）空腹時血中脂質検査（２）空腹時血糖値検査（３）ヘモグロビン A₁c 検査 

 ※一次健康診断で受検している場合は、二次健康診断では行いません。 

（４）負荷心電図検査または胸部超音波検査（心エコー検査）のいずれか一方の検査 

（５）頸部超音波検査（頸部エコー検査）（６）微量アルブミン尿検査 

 ※一次健康診断の尿蛋白検査で、疑陽性（±）または弱陽性（＋）の所見が認められ

た 

 

★循環器系疾患の休務者 

2018 年  4 件 

2019 年  5 件 

2020 年  0 件 

労災二次検査の

徹底で循環器系

疾患の休務者が

減りました。 



●宿泊型保健指導 

血糖コントロール不良の従業員を対象として、自身の生活習慣の見直し、  

行動変容を支援するための宿泊型保健指導（スマート・ライフ・ステイ）に 

積極的に取り組んでいます。 
★２０１８年１５名参加 ２０１９年５名参加 

★２０２０年度はコロナ感染症拡大のため、中止 

●ポータルサイト PEP UP の活用  PEP UP 登録率 90.4％ 

   PEP UP の内容 

 

 

 

 

 

 

 

    

PEP UP の活用事例 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



●運動促進活動 

  全社 グループ・トライ・ウォーク２０２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よく歩きました！！！ 

 

   

   ２０２０年度全国労働衛生週間の健康増進イベントとして全社で開催しました。 

   期 間 ： ２０２０年１０月１日～２０２０年１０月３１日の１ヶ月間 

   参加方法 ： チーム編成は任意とし、１チームは５～１０名で部署横断可  

   歩数記録 ： 各自歩数を計測し、日々記録する。 

   目 標 ： １ヶ月間のチーム一人当たり１日８０００歩以上を目標 

   そ の 他   ： ランニングによる歩数はカウント対象外 

１位「チームネクサス」  ２０．６６８歩/日平均 

 

社長のチームが 

優勝しました 

僕も歩いています。 



本社 グループ・トライ・ウォーク  

  チーム集計 

 

 

 

  個人集計 

 

 

 

      

コロナ渦で運動不足を解消するために 

各所でウォーキングを積極的に実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●体重測定会の実施 

   2020 年 ８月 １日～ 2021 年 3 月 31 日 

     適正体重の管理を重点項目とし、各人に健康カードを作成し、健康宣言を全員が 

記入しました。 

3 月の定期健診の結果で評価する。体重の増減を意識してもらうため、毎月全員に 

体重測定を実施。 

 

 

 

 

 

 

●本店ビル 体重・歩数・食事記録チャレンジ！ 

    ２０２１年 ２０２１年２月１日（月）～２月２８日（日）の１ヶ月間 

     毎日、体重・歩数および食事回数を記録することにより、自身の健康管理を意 

識した生活習慣を定着させることを目的。 ９８名参加し６８名が達成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●衛生週間 （２０２０年１０月） 

   健康経営責任者による健康への意識付け（イントラネット掲示 POP） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●禁煙活動 

喫煙率 37.1％（2016 年）を２０２３年には 

29％を切ることを目標に禁煙活動に取り組んでいます。 

 

禁煙に積極的に取り組む意思がある者に「禁煙パッチ」を補助しています。 

２０１７年  １７名（５事業所）が取り組み、うち７名が禁煙に成功  

    ２０１８年  ２２名（７事業所）が取り組み、うち６名が禁煙に成功 

２０１９年    ９名（５事業所）が取り組み、うち 2 名が禁煙に成功 

             ２０２０年   ３名（３事業所）が取り組み、うち１名が禁煙に成功 

                  更なる取り組みの強化が必要 

  

 

 



 

② 心の健康づくり アクション 

●ストレスチェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●高ストレス者フォロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

項　　目 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

 回答率 96.20% 97.40% 97.50% 97.70%

ストレス反応 総合偏差値 57 57 56 56

フォロー対象者数（割合）
74名

（4.8％）
110名

（７.１％）
119名

（7.6％）
121名

（8.0％）

 高ストレス者数（割合）
33名

（2.1％）
５９名

（３.８％）
56名

（3.6％）
49名

（3.2％）

 

（株）アドバンテッジリスクマ

ネジメントによる１1０問のスト

レスチェックにより、個人のスト

レス反応だけでなくメンタルタフ

ネス度やエンゲージメントの評

価。メンタルヘルスケアの１次予

防策として、活用しています。 

 

ストレスチェックの実施後、高スト

レス者と判定された方、フォロー対

象者と判定された方は保健師より個

別に面談を実施し、メンタル疾患の

発症未然予防に努めています。 

また、（株）アドバンテッジリスク

マネジメントのカウンセリングの利

用を推奨し、セルフケアが実施でき

る環境を整備しています。 



 ●組織診断フィードバック 

    

 

 

 

 

 

 

●復職支援 

              

 

 

 

  

 

  

     

 

 

 

 

リワーク施設の相談員と職場の上司、産業医と相談しながら復帰に向けて取り組みます   

 

 

 

ストレスチェックの実施

後、１０人以上の組織につ

いては実施者である保健師

と労務担当者で組織診断結

果を部署ごとにフィードバ

ックしています。職場での

コミュニケーションづくり

に役立てています。 

メンタル疾患で休務した場合の対応

について「メンタルヘルスマニュア

ル」で対応方法を周知しています。2

度目に休務した場合は、外部のリワ

ークの利用を義務づけしています。

試し出勤の活用も積極的に推進し、

再発防止に取り組んでいます。 



●階層別教育 

 

 

 

●ハラススメント対策 

     

 

 

 

●メンタルヘルスマネジメント検定Ⅱ種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入社員・一般社員・中堅社員にはセルフケア、新任管理者・直

属長・所属長にラインケアを中心に、階層別にメンタルヘルス教育

を実施しています。  

 

「あらゆるハラスメントを根絶していく」という強い決意のも

と、社長メッセージを発信し、従業員一人ひとりが、ハラスメント

に対する意識向上に努め、社員がいきいきと働ける職場環境の醸成

と労働生産性の向上に取り組んでいます。 

 

メンタルヘルスマネジメント検定の取得を推進し、管理職や衛生管理者

を中心に取得に取り組んでいます。 

メンタル不調者の 

発症予防 

異常の早期発見 

早期対応を 

目指しています。 

健康経営推進者 



③ 職場の健康づくり アクション 

●両立支援 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

●受動喫煙対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働きながら子育てや介護が続けられるよう「仕事と子育ての

両立支援マニュアル」・「仕事と介護の両立支援マニュアル」を

作成し、従業員へ周知することで、働きやすい職場環境づくり

と意識醸成に取り組んでいます。また、仕事と治療の両立支援

についても取り組んでいます。 

２０２０年 健康増進法改正に伴い、施設内禁煙を実施してい

ます。禁煙対策・受動喫煙に対する教育を進め、敷地内禁煙に

むけて対策の強化を推進していきます。 

DVD による教育 



 ●エンゲージメント分析とフィードバック 

  ２０２０年より、ストレスチェックと同時にエンゲージメントに関する詳しい調査を実施し、 

分析を行った。 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 【全社メンタリティマネジメント分析】 

エンゲージメントとストレスチェックの結果の分布より「メンタリティマネジメント分析」を行った。 

 

部署ごと結果を作成し、フィードバックを実施。 



●感染予防対策 

  新型コロナ感染予防対策 

1 新型コロナウイルス対策本部設置 

   総括班・業務調整班・客先情報班 安保確認班 救護・支援班に分担し、感染対策を実施         

２ 感染防止のための臨時制度の導入 

在宅勤務・通勤交通機関の変更（公共交通機関→車） 

新型コロナ感染症での休務を「特別休暇（有給）」とする 

新型コロナワクチン接種１回につき１日「特別休暇（有給）」とする 

.3 新型コロナウイルス感染症防止対策の策定 

 

 

 

     

 

 

 

4 寮での感染症対応について策定 

5 新型コロナウイルス Q＆A イントラ掲載 

6 相談窓口の開設 

.7 新型コロナワクチン接種環境整備 

8 パテーションの設置 

   

 

 



9 保健師からの情報発信 

 

 

 

 

 

☆新型コロナについて対応等（63 ページ）を解説     ☆感染拡大の対応について（17 ページ）解説 

●職場の衛生計画       

    衛生関係アクションプランの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

各職場に合った KPI（健康目標）の達成に向けたアクションプランを立案し、実施しています。 



GENKI が一番！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創立６０周年 皆様に感謝 


